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Holderlinの祖国観
ーさまよえるドイツ精神の一断面一
山元哲朗
(1) 
いわばフランス革命より出発したとも云える DeutscheRomantikは，
Schlegel兄弟や Novalis等の Jena時代を中心としてくりひろげられてい
ったが，常に種々の問題をはらみつつ展開されたその Rom皿 tikを今一度
探ねおこしてみると，いわばAnti-Romantikの今日にも尚我々に幾つかの
問題を投げかけているようである。
つまりその一つには， Kleist,E. T. A. Hoffmann等の作品にあらわれて
いるところの， ドイツの貧困と非合理精神につながる俗物性への闘いとそ
の圧迫意識の問題がI)挙げられる。
もともとそれ自体啓蒙運動の実践であったフランス革命が， Goethe 
Schiller を諦念にもとづく傍観的立場に閉じこませ， Romantikerを渾沌
のうちに孤立させていったその只中にあって，この大革命の思想と真正面
に取組み，真に忠実であり得たものこそ， ドイツ的悲劇性の Verゑnderung
であろう。ドイツ文学がドイツ民族の運命の一部分，一因子，一つの表現，
一つの反映であるとすれば，文字どうりドイツの貧困と闘った一人の詩人
の姿に眼を向けてみることは，決して無意味なことではない。
同一のみなもとより奔出しながら，明朗と暗うつの二大潮流にわかたれ
葛藤しゅくドイツ精神史の真只中に身をおいて，己が肩に祖国の重苦しい
運命を荷い，まさにドイツ精神史の過渡期に立って
.,0 ihr Guten! auch wir sind 
Tatenarm und gedankenvoll!"2> 
と警告の詩を吐きながら，遂に永遠の遍歴に旅立っていった Holderlinの
姿が眼前に追い迫ってくる。
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新教的プロシア国土とはうってかわって対照的な，カトリック的，反プ
ロシア的南ドイツに生い育ち，南方の風土に特有の明るい自由主義的大気
のうちに詩作と転身を重ねつつ，時としてJenaIC:, Homburgに， Stuttgart
に， Hauptwilに，そして Bordeauxへとなした幾多の漂泊が織りなす人生
流転は，彼が生涯求めてやまなかった人間像を映してきわめて鮮烈である。
「フランスの詩人が，民族的共同体とゆるぎなき伝統を踏まえているの
に反し， ドイツの詩人は，ひとり何の支えもなく茫莫たる境地に仔ずんで
いるところに，両者のもっとも本質的な相違がある。」3)
Stael夫人のこの言葉を今ここでもう一度考えてみなければならない。
つまり， ドイツの詩人がドイツ人一般と同様に，民族の公共生活の欠如. . .. . . . . . . . . . . . 
に相応して多分に孤独性を有し， ドイツ個人主義はもっとも個有で内面的. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
な，そしてもっとも個人的な体験のみを文学に表現する傾向が強い，と云
わざるを得ない。この故にこそ，普通の規範を要求する画ー的国家プロシ
ァ―それは Holderlinにとって野蛮の精神を意味する一に対する彼の
魂の不可避の闘いが始まるのである。
神話的世界観を根底としている当時の彼の思想では，個人の存在と国家
の関係は丁度個別と全体との関係においてみられ，個別は個別的存在とし
て一つの完全な独立した存在を保ちながら，他の個別的存在と結びあった
自由な連合で全体をかたち造っているのである。
くDieEichbiiume► と題する詩の一部にも，その思想を読みとることが出
来る。
Eine Welt ist jeder von euch 
wie die Sterne des Himmels 
Lebt ihr, jeder ein Gott, 
in freiem Bunde zusammen. •> 
30年戦争後の荒廃と混乱に満ちた当時の社会”にあって，その抑圧感に
耐えられないHolderlinが，何よりも希求したものこそ，このくfreiesBund} 
の精神に他ならない。
既に Tiibingen在学中にあって，古代ギリシア研究に没頭したHolderln
は，そこに人類の理想の姿を見い出したギリシアから，その輝やける
Hellasを祖国ドイツにもたらさん，と青春の日々を激しい情熱で覆いつく
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していったのだ。
美的体質を持つギリシア人にして始めて教育がなされ得る，と云う優れ
た国民性が発揮されるギリシアでは，従って文学も純粋に国家に奉仕する
ことが出来たのである。
18世紀未，当時の遅れたドイツ精神界一般に注ぎこまれた強烈なギリシ
ア熱もさることながら， Holderlinが実にこれを，自己をとりまく自然と
全く同じく，自己本然の生活のElementとして体得したことに，特に注意
を向けねばならない。
世界を包容する Goetheの宇宙にあっては，これはHellenismus,Renais— 
sance, Christentum, 東洋的なるものと並存し得る一つのFaktorとしての地
位を占めたであろうし， LessingやSchillerにあっては，彼等の個有精神が
ギリシア精神と対決することによってはじめて等価なるものとして結実し
得たのに対して， Holderlinのギリシア精神への純粋且つ運命的な同化こ
そは， Homerを， Pindarを， Sophoklesを自己の前生の像とまで感じさせ
た程に，それ程鮮明な対称をなしているのである。
Mich verlangt ins ferne Land hinilber 
Nach Aleゑusund Anakreon, 
Und ich sc血ef'imengen Hause Heber, 
Beiden Heiligen in Marathon; 
Ach, es sei die letzte meiner Triinen, 
Die dem lieben Griechenlande rann, 
LaBt, o Parzen, laBt die Scheere tonen, 
Denn mein Herz gehort den Toten an!0> 
(2) 
1793年， Ttibingenの学業を終えた Holderlinは，常日頃嫌悪していた
牧師の職に就かず， Schillerの紹介を通じて得た家庭教師の職に就くべく，
WaltershausenのCharlottevon Kalb夫人のもとに旅装を解いた。当時多
くのオ覚ある青年にとって生活の方便ともなり，又その為に時間的にも相
応の犠牲を要求するこの特別の職業は， Holderlinにとっては終生の生業
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となり，種々の苦しい思いをなさしめるところとなった。この教え子と共
に Jenaに移り住み，起居を共にする二人きりの教育も一向にその効果が
みられず， 1794年11月，心を痛めてついにその職を辞した。翌年1月には
Jenaに居を求め，創作に専念せんとした。当時 Jenaは学問・学芸の中心
の感があって， Goethe,Schiller, Fichte と近づくところとなり，なかでも
敬愛してやまなかった郷土の大先輩 Schillerを訪ねて，種々の助言を受け
る大きな喜びの日々が続いた。だが， Holderlinの精神が独自の発展を示
し，自然観や美的観念についての両者の観点の相違が生じるに従い，その
対立意識が接近を続けることの苦痛と，この既成の巨匠から受ける圧迫感
が， Holderlin自身の生涯を通じてくりひろげられる Schwaben人特有の
ー所不住の漂泊性と相まって，ここにきびしい逃避をなさしめ，放浪とそ
の度毎の帰郷の遍歴が，これより幾度となくくりかえされていくのである。
傷心の思いを抱いて旅から帰り，身を寄せるところは，愛する母のもと
Ni.irtingenの，幼き日の山，清らかな流れの故郷であった。
だが，再婚の夫にも先立たれて経済的にも余り豊かでない母のもとに徒
食の日々を送る苦しさから，又もその年の大晦日に，家庭教師の職を求め
てFrankfurta. M. に旅立っている。明けて1796年1月，銀行家JakobGon-
tardt家の門を叩き，その4人の子供のうち唯一人の男子 Henryの教育
を引き受けることになった。ここでの彼の生活は，すくなくともしばらく
の間は，おそらく彼の生涯においてもっとも安らかで充実した，それ故も
っとも幸せな時期であったと考えられる。
教養に乏しく，粗野で激し易いこの家の主人に比べて，その夫人Susette
は夫とは対照的な，教養深く，芸術を理解し愛好する美しい女性であった。
輝やくような美的体質に恵まれ，調和のとれたギリシア美を眼前にまざま
ざと見て， Holderlin は永く胸に描き続けてきた理想の女性像—-Diotima
に遭遇する思いであった。これは彼の生涯の中で，偶然出逢い離れいくあ
る女性ではなく，既に相見る前に胸の奥深く，運命の縁に結ばれていた生
命そのものであったのだ。” この全的にしか生きられぬ詩人の心情は，全
的にしか存立し得ぬ詩と化する他に道はなかった。
GoetheがFriederikeに対し， Novalisが Sophieに対し， Hoffmannが
Juliaに対するように，否それ以上にHolderlinの愛が悲劇的であったのは，
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愛そのもののElementのなかにすでに悲劇性がはらんでいたことにある。
Lange todt und tief verschlossen, 
G叫 tmein Herz die schone Welt, 
Seine Zweige bltihn und sprossen, 
Neu von Lebenskraft geschwellt; 
0 ! ich kehre noch ins Leben, 
Wie heraus in Luft und Licht, 
Meiner Blumen seelig Streben 
Aus der diirren HUise bricht. a> 
この期にあってHi:ilderlinは創作への使命感を一層強め，数篇のD_iotima
詩篇をはじめ， {An den Fruhling.}, {An den Ather}, {Der Wanderer}, 
くAbbitte►, {Die Heimath► 等多数の OdeゃElegieを生み出し，短詩にも
彼独自の境地を開拓していった。
「古代ギリシアに理想の国土を求め，祖国の独立と自由の為に敢然と戦
場におもむき，一時絶望的な気持になりながらも祖国への旅の途上，暖か
い大自然になごめられて魂の平和と休安をみいだす。」 と云う内容を持つ
小説くHyperion}もようやくこの期に完成しているが，そのなかで Hi:ilde-
rlinが求める理想の国の姿を， Hyperionの口をかりて次のように云わし
めていることに注目したい。
「おおベラルミンよ，ある民族が美を愛し，それが自国の芸術家を守護
神として重んじるところでは，一つの普逼的な精神が生気の如く吹きわ
たり，ものおじする心はうちひらかれ，自負の念はとけ去り，あらゆる
心情は敬虔でありかつ偉大であり，霊感は英雄を生み出すのである。万
人の故郷はかくの如き民族の国であり，異郷人も喜んでそこにとどまる
であろう。」9)
異邦人としてドイツとその国民に失望した Hyperionの嘆きをそのまま
に，自国にありながら異邦人の寂しさを胸に抱いた Holderlinにとって，
Hyperion の口から吐き出されるドイツ弾劾のあの激しい言葉こそ，まさ
に不幸な祖国ドイツに対する燃えるような愛情のあらわれなのだ。
最後の書簡に託して，大自然への讃歌が全てのものを抱合しつつ，美し
い余韻を残しながら響きわたる。
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Wie der Zwist der Liebenden, sind die Dissonanzen der Welt. Vers-
tihnung ist mitten im Streit und alles Getrennte findet sich wieder. Es 
scheiden und kehren im Herzen die Adern und einiges, ewiges, gl曲 endes
Leben ist ales. So dacht'ich. Niichstens mehr.10> 
自然の敬虔な司祭であり，神々を畏敬する詩人は，あくまで純粋な世界
感情一ー光と熱の Hellasを讃え，それを北方の闇にもたらさんとする。
よりよい本性を持ちながら魂の無知に気付かぬ祖国に活性をもたらすこと，
それが何よりも自己の詩人としての務めであり，又予言者たるの自覚を一
層強めさせたのである。
0 heilig Herz der Volker, o Vaterland! 
Allduldend, gleich der schweigenden Mutter Erd', 
Und allverkannt, wenn schon aus deiner 
Tiefe die Fremden ihr Bestes haben! 1> 
ここにはもはやあのくHyperion}においてみられた現実ドイツヘの徹底
的な指弾は表現を変えて， ドイツがくHeiligHerz der Volker)であり，
くLandder Liebe}12>と呼ばれてくる。古代ギリシアの滅亡は，自己の本性
みな
から逸脱し，運命を逃れようとしたことにある。人類の繁栄は，全ての源
もと
泉である自然を尊重13)し，決して思いあがりや行き過ぎのないように全て
の人々が人類愛を基調として，ゆるぎなき至上目標く自由と平和い達成に献
身することにある。ここにこそ人類の進むべき道が示されるのである。汎
愛14)の世界を確信し，祖国の未来に深い希望と祈願を寄せてくGermanien)
うた
は詩い捧げられる。
0 nenne Tochter du der heiligen Erd' 
Einmal die Mutter. Es rauschen die Wasser am Fels 
Und Wetter im Wald und bei dem Namen derselben 
Tont auf aus alter Zeit Vergangengtittliches wieder. 
Wie anders ists ! und rechthin glゑnztund spricht 
Zukunftiges auch erfreulich aus den Fernen. 
Doch in der Mitte der Zeit 
Lebt ruhig mit geweihter 
Jungfraulicher Erde der Ather 
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Und gerne, zur Erinnerung, sind 
Die unbedi.irftigen sie 
Gastfreundlich bei den unbediirftigen 
Bei deinen Feiertagen 
Germania, wo du Priesterin hist 
Und wehrlos Rath giebst rings 
Den Konigen und den Volkern.1•> 
家庭教師と云う職の不如意，創作活動との間の時間的焦躁感， Schiller 
との訣別，義弟 Karlの訃報等の不幸は，経済的困窮に加うるに肉体的疲
弊をもたらして，この痩身の肉体を少しづつついばみはじめ，常に何もの
かに追われるように漂泊をとどめることはなかった。
1800年5月，三度 Niirtingenに帰るが，数日の後には Stuttgartに向っ
ていた。友人 Landauerの親愛こもれる待遇を受け，数名の学生に哲学を
教えておくる日々も数ヶ月を余りにしてそこを去り，翌年1月Alpenを越
えて Hauptwilの Gonzenbach家に職を得て旅立っている。
幼き日より遠く眺めて想いを馳せた峻巌な Alpenの嶺々は，天と地の接
ありか
するところ，神々の在処であり，この若き求道の詩人の心をしばらくでも
解放させたことであろう。くUnterden Alpen gesungen}, くDichterberuf ►,
くDergefesselte Strom► 等には，又も迫りくる限りなき孤独感と，今は既
に永遠の恋人を失った Holderlinの，ただそこへのみ向かわせ，ただそこ
にのみ見いだされる詩作の道への没入に魂の安らぎを求めんとする決意が，
美しい静けさを湛えつつきびしい音調を響かせている。. . . . . . . . . . . . . . .  
詩人は半神として神々の啓示を伝え，神々を諮仰する，と云ぅHolderlin
独自の神話的世界観はこの頃よりいよいよその作品に浸透しはじめ，その
内容と形式を規定していくに従い，初期の哀歌的感情は昇華され，動的な
根元力によって，一切の生命が包括される世界像をかたちづくっていく。
自然より出て自然に還る生命の流れは，新たな生命の Rhythmusを生ん
でHolderlinの魂を深くゆさぶっていく。
Hauptwilをあとにして Alpen山中， ドイツ国境 Lindauの峠に立っ Ho-
lderlin。足下に洋々たる祖国の大地はゆらぎ，見渡す限りうちひろがるぶ
どう樹はむらがり合って背を高め，谷々は谷牙してこの薄幸の詩人を歓び迎
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えるのだ。
Freilich wohl ! das Geburtsland ists, der Boden der Heimat, 
Was du suchest, es ist nahe, begegnet dir schon. 
Und umsonst nicht steht, wie ein Sohn, am wellenumrauschten 
Thor'und siehet und sucht Iiebende Namen fur dich, 
Mit Gesang ein wandernder Mann, gltickseeliges Lindau! 
Eine der gastlichen Pforten des Landes ist diB, 
Reizend hinauszugehn in die vielversprechende Ferne, 
Dort, wo die Wunder sind, dort, wo das gottliche Wild 
Hoch in die Ebnen herab der Rhein die verwegene Bahn bricht, 
Und aus Felsen hervor ziehet das jauchzende Tai, 
Dort hinein, durchs helle Gebirg, nach Komo zu wandern, 
Oder hinab, wie der Tag wandelt, den offenen See; 
Aber reizender mir hist du, geweihete Pforte ! 
Heimzugehn, wo bekannt bltihende Wege mir sind, 
Dort zu besuchen das Land und due schonen Tale des Neckars, 
Und die Walder, das Grun heiliger Baume, wo gem 
Sich die Eiche gesellt mit stillen Birken und Buchen, 
Und in Bergen ein Ort freundlich gefangen mich nimmt.16' 
1801年12月，故郷に数ヶ月を過ごした後，家庭教師の求めに応じて
Bordeauxへ旅立っているが，独仏国境を越えてこの港の街までの一千余
粁を，困苦の日々を重ねて StraBburg より雪の Auvergneの山脈を越え
Lion, Paris経由，翌年 1月28日Bordeauxのドイツ領事DanielMeyerの館
に辿り着いている。精神的な狂疾の進行もあってのことか，ニ・三の書簡
を除いてこの地における Holderlinの消息は現在も尚謎に包まれたままで
あるが， 5月10日にはもうここを発って 6月半ば頃徒歩で炎天下の国境を
越えて Ntirtingenに辿り着いたことが，わずかに知られるのみである。極
度の精神的緊張状態にありながらも尚 Holderlinの口からは，最後の力を
ふりしぽるようにして，くDieWanderung}, くDerRhein}, {Der Einzige} 
くPatmos► 等の後期讃歌の長篇の力作が生みだされたのだ。
うた
彼の是が非でも詩わんとする Wollenもさりながら， Apolloに撃たれて
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もなおこの一筋に，詩に生命をかけねばならぬといぅ Mussenの力の驚異
を知らされずにはおかない。これはかって世界の文学にあらわれたもっと
も悲壮な，もっとも崇高な造形の闘いであったのだ。
1804年7月，友人 Sinclairの紹介を得て Homburg方伯の宮廷に司書役
として，一時的な小康の期間を過ごしたが，躁狂の発作が頻繁となったの
で， Sinclairは彼を1806年8月 Ttibingenの精神病学の泰斗 Autenriethの
病院に入院させた。詩人はここで約1ケ年の治療生活を送ったが遂に治り
得ず，家族は彼をひきとって， Neckar河畔に住む SchreinermeisterZim-
merの家の二階の一室を借りて住まわせた。
数々の優れた Hyrnneを詩いあげた神的な口が，今はもう部屋の隅を行
きつ戻りつしながら，意味のない言葉をつぶやき続ける口に変ってしまっ
たのだ。この極端な，戦標させずにはおかない際立った対称をどうみれば
よいのだろうか。 Strindberg然り， Holderlinの死の翌年あたかも彼の生
まれ代りの如き Nietzscheにしても， dyonisosischなものの謎を解き明かし
たが故にギリシア神の怒りにふれたのか，跡を追うが如く悲劇の道に急い
だのは，果してこれは英雄の没落を意味するのか。これこそ dyonisosisch
はな本性を持つ者が，容易に Apollo的人間になり得ぬ為に，いわば彼等
が真にドイツ的であるが故に，肉体を捨てて魂を救済せんが為の，自己と
自然との，観念的自己と半神としての自己との，ゲルマン的精神とギリシ
ア精神との，己が生命をかけた最後の和解であったのだ。
(3) 
もともと国家的統一の伝統を持たなかったドイツの不幸は，そのままド
イツ文学の不幸であった。 ドイツ文学が世界文学に伍する為には種々の障
害を克服していかねばならない。これらに検討を加えることは，偉大なド
イツ詩人の一人 Holderlinが永らくの間世界文学の記念碑にその名を連ね
得なかった根拠を明らかにし得ようし，その根幹を探ねることによって，
漂泊するドイツ精神の一断面を解剖しつつ真にドイツ的なものの本質にふ
れ，ひいてはこの小論を結ぶにふさわしいことと考える。
ドイツ人の民族意識の欠乏を先づ挙げることが出来る。 Holderlinのド
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イツ主義祖国主義については，これまで一部の論者によって特に強調さ
れてきたが，云うまでもないことながら彼のドイツ主義はいわゆる国家主
義民族主義とは全く異ったものである。自由の憧景者HolderlinがくHy-
perion} において主張したところのものは，いわゆる国家主義に対する痛
烈な呪阻であり糾明であって，これはとりもなおさず沈滞しきっているド
イツ民族意識の覚醒を激しく促すことにあった。
国民と国家が一つであり，自由な連合のうちに結ばれていた古代ギリシ
アに範を求め，新しい Hellasをドイツに招じ培かわんとした Holderlinの
ドイツ主義の真意を，又 Goetheの平和主義を当時のドイツが理解してい
たなら，おそらくその後の二次大戦にみられる如き崩壊と没落の非運を味
わわなくて済んだかも知れないのだ。
第二の根拠として， ドイツ的観念における個人主義—独創性の問題が
考えられる。民族的連帯感なもあくまで孤独のまま，自己個有の言語を
創造しつつ創作しなければならないドイツ詩人の姿を，われわれは知るこ
とが出来る。 Holderlinの比類のない独自の詩境がKlassikerゃRomantiker
の中のごく一部の人々 17)を除いて，その後永らく解され認められなかった
ことがこれをよく証明してはいないだろうか。
そしてこれから容易に，内面的な孤独性の問題が指摘される。ドイツ文
学の中に如何に多くの告白文学が主要な位置を占めており，又その内面性
の故に包容力と拘束力及び一般的な解り易さを欠いているかを考えてみな
ければならない。くHyperion} に示されているものは，書簡の文体をかり
て一人のなかに二者をおいて，互いになされる独白ではあるまいか。又
Romantikの持つ二面性のその一面に，多分に内在していたこの傾向が，
本来の有機的な生命感を失うにつれて次第に硬化し，単に神秘的，保守的，
国家主義的なものにと堕していった事実を，今一度想いおこしてみなけれ
ばならない。
ドイツ理想主義は， これを全うする為，無限の目標を目指す闘争と苦悩
の道をドイツに強要する。理性の支配に非合理の魂を，実践的唯物論に永
遠の理想を対置した， この故にこそまたもっともドイツ的な詩人 Holder-
linの際立った姿勝を認めることが出来る。
ドイツ精神が世界的に高まる道を困難にしたこれらの要因を，その積極
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的自覚と把握によって，今こそ完全な人間性を目指す開拓の力ヘと向けな
ければならないのだ。
Goetheはこれをなし遂げた。
極めて独自のドイツ的ジャンルをうち拓いた Holderlinの，我々が現代
のThomasMannの文学にみる如き，時流の波に流されぬ不屈の魂で，妥
協と錯覚とを常に雄々しく切捨てながら，遂には神々が彼を召すまで詩い
つづけ叫びつづけたその全生涯こそ，燦然と輝やく不滅の星なのだ。
Nur einen Sommer gonnt, ihr Gewaltiger ! 
Und einen Herbst zu reifem Gesange mir, 
Das williger mein Herz, vom silBen 
Spiele gesattiget, dann mir sterbe.18l 
※ 同名の論題のもとに修士論文において論を試みたが，本論は少し観点を変
ぇ， Holderlinのなした遍歴と詩作の跡を概観しつつ彼の描いた理想の祖
国像を中心にみようとしたものである。後日これらを綜合的に Holderlin
の旅ードイツ精神の生成と流動のなかで一の論題のもとにまとめたいと考
えている。
註
1) 1806年10月のJena会戦での PreuBen軍販走を前後として Napoleonの占領政
治下になる祖国の荒廃と重圧を救済せんとするKleistの激しい希いは，{Robert
Guiskard► (1808)を始めとしてくDieHermannsschlacht► (1808), くPrinzFri— 
edrich Homburg►(1810) 等の戯曲に彼一流の鋭い力動感をあふれさせながら写
実的手法のうちに結晶せしめられている。全作品を通じて浮彫りされるところ
のものは，彼の短かい生涯の全てを覆いつくしていた祖国の不幸（政治の貧
困）と人間情念の偏執狂的な姿（俗物性）への闘いの即物的な物語であって，
祖国のための活動の挫折感はくDasletzte Lied► に悲痛の叫びを響かせている。
この Kleistと同じく PreuBen崩壊の火の粉を浴び逃亡伴膚の身に肉身の相次
ぐ不幸が重なって， Hoffmannの生涯は以後貧苦の底をあえがしめる。又それ
故に一層の芸術の豊かさを希求しせしめるところとなる。持前の多オな芸術性
と表現力を駆使して長篇 {MeisterFloh► (1822)には，俗物性への痛烈な批判
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が完膚なきまでに糾明されている。 Bamberg劇場の助監督としての彼がKleist
のくDasKゑthchenvon Heilbronn► (1808)の上演に熱狂的に打込んだ事実は，
両者の間に共通する反動的俗物的なるものへの容赦なき批判精神を如実に示す
ものである。俗物の特性は直接間接の諷剌で指弾され，戯画的で不気味な手法
で悪魔的なものや妖怪じみたものにまでのし上げられ，鋭い透徹力と realisti-
schな手法は次代の文学への橋渡しをなしたものと云えよう。
2) {An die Deutschen►(lBOO) と題する Ode の第一研。 GroBe Stuttgarter Ausgabe 
（以後G.S.A.で記す）の第I巻9頁。思慮分別に優れているようで本性が奔放，
激情的（非合理性）で且つ普遍的行動に乏しいドイツ人の特性を批判する。
3) ドイツ鍛念論哲学，ロマン主義文学をフランスに紹介することに力を尽した
Stiiel-Holstain夫人の著名な論文くDel'Allmagne}の中の一節。ドイツ文学
の特性の一つとして所謂 Heimatlosの性格が挙げられるが（例えば Chamisso
のくPeterSchlemihls wundersame Geschichte► (1816)の中に認められる。），
これはいわばドイツ民族の歴史の基盤が素因をなす必然の特質である。ドイツ
個人主義が文学に及ぽす本質的傾向を，この書から興味深く読みとり得る。
4) {Die Eichbaume► (1796) G.S.A. Iの 1,s. 201 
Eichbiiumeは巨人の一族としてみられ，抑圧されない，強制されない形で連
合される良き社会の実現を希求する詩人の心情が六律脚の詩形に詩いこまれて
いる。
5) 戦後の混乱と退廃の中にあって，特にその一つとしてみられるべきものは，下
層階級と上層の貴族・領主階級とのはなはだしい差があげられる。上層の専横
ぶりはもはや耐え難いまでの現況であって，腐敗した貴族政治と因習を指弾し
たSchilerのくDieRauber► (1781)やくKabaleund Liebe► (1784)の初演は非
常な成功をおさめているのである。 Hiilderlinの生涯と作品は，実にこの祖国
の精神的貧困に対する闘いが背骨となり，宿命となっているかを知っておかね
ばならない。
6) くGriechenland► (1793)の第7研。 G.S. A. Iの!,s. 180. 
生気も光彩もない当時のドイツに生きんよりは， Hellasの光り輝やく古代ギリ
シア人の同胞たらんと，連命の神に死を希わんとする。後年，精神の闇路への
没入は，これを象徴するかのようである。
7) {Diotima} (1796) Mittlere Fassungの第3研。 G.S. A. Iの I,S. 216. 
詩人の心中は次のように吐露されている。
Unser Himmel wird bestehen, 
Unergrilndlich sich verwandt, 
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Hat sich, eh wir uns gesehen, 
Unser Innerstes gekannt. 
8) 同上 MittlereFassungの第1研。 G.S. A. Iの 1,s. 216. 
9) こうした示唆に富んだ警告は，この小説の全般にゆき亘り，教育小説の性格を
帯びるものである。この引用に続く部分を補足しておきたい。 「しかし神々し
い自然とそれから育くまれる芸術家が，あんなにも侮辱されるところでは，ぁ
ぁ，生の喜びは消え失せ，他のどんな星の世界も地球よりはましになるのだ。
そういう処では，さすがに美しく生まれていた人間も全てますます粗雑となり，
ますます殺風景なものとなる。そこでは奴隷根性が成長し，それと共に蛮勇が
成長し，陶酔が憂苦につれて成長し，ぜいたくと共に飢餓と食料の不安が成長
し，そして年々の祝福は呪誼と変じ，神々は全て逃れ去って行くのだ。」
10) {Hyperion} (Zweiter Band―Zweites Buch)の最後の書簡 (Hyperion→Bella-
rmin) G. S. A. III, S. 160. 
11) {Gesang des Deutschen► (1799)の第1耕。 G.S. A. I の 1,s. 3. 尚この詩
については，拙稿「フリードリッヒ・ヘルダーリーン一ーその愛国詩をめぐっ
て—-」関大千里山論集創刊号（昭和38年 5 月）において少しく考察を試みた。
12) 同上第3研の中でこのように呼びかけられている。
Du Land des hohen ernsteren Genius! 
Du Land der Liebe! bin ich der deine schon 
13) これについては， くHyperion}中の次の文を引用しておきたい。
「地上における全てのものは不完全であるとは， ドイツ人の昔からの決り文旬
である。それでもこれらの神にみはなされたる者どもに，ある人がこういった
ことを考えてみるがよい。彼等の間において全てのものが不完全であるのは，
ただ彼等が純枠なものなら何でも毒さずにはおかないし，神聖なものなら何で
も無器用きわまる手でふれずにはおかないからであり，彼等の間において何も
のも栄えないのは，彼等が繁栄の根帯，神々しい自然を重んじないからであり，
彼等の間において実際のところ，生活が無味浅薄であり，憂苦に充ち，冷たい，
沈黙の不和で一杯になっているのは彼等が人間の行為のうちに力と高貴とを，
苦悩のうちに快明を，都市と家々とに愛と親和をもたらすところの守護神をな
いがしろにするからなのだ。」 （吹田順助氏訳，新潮文庫）
14) {Germanien} (1801)の第4研では祖国に対して，次のような呼びかけがなさ
れている。
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Der Jugendliche, nach Germania schauend: 
,,Du bist es, auserwahlt, 
Allliebend und ein schweres Gluck 
Bist du zu tragen stark geworden" 
初期の Hymne くGriechenland► にみられた古代ギリシアの彼岸の人々にもはや
呼びかけることはなく，神聖なるもの認識者としてのドイツ，汎愛の発祥地と
してのドイツに，その未来に深い希望を寄せて，敬虔な祈りをこめているので
ある。
15) 同上第7研 (G.S. A. IIの 1,s. 152) 
16) {Heimkunft-An die Verwandten► (1801)の第4研G.S.A. IIの1,S.97~98. 
Heideggerの詳細な Interpretationがあることはよく知られている。
17) Goethe, Schillerのこの詩人に対する理解の程度，実際の交渉面についてはこ
こでは詳述を避けたが，特に Schillerとの交わりについては尚今後の課題とし
てもより深い研究の余地があろう。何としてもこれら WeimarKlassikerより
も H狙erlinにより近く，同時代人的意識のより密接な関係を持っていたのは
やはり Schlegel,Brentano, Arnim等 Romantikerの人々であった。中でも後
者二人は早くから Holderlinに注目し，この孤高の詩人の芸術性豊かな格調の
香り高き詩風に，讃美と尊敬の念を持って正しく評価し，作品くDerRhein) 
やくPatmos)等を「文学年鑑」に収載の労をとったり，当時何の世評も上がら
なったくHyperion► をいちはやく知人に推賞したこと等はよく知られていると
ころである。
18) {An die Parzen) (1798)の第1研。 G.S. A. Iの 1,s. 241. 
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Die vaterländische Anschauung Hölderlins 
Tetsuo YAMAMOTO 
Deutschland wurde am Ende des 18. Jahrhunderts wurde sehr stark durch 
die französische Revolution beeinflußt. Hölderlin, der in der Übergangszeit 
zwischen der deutschen Klassik und der Romantik stand, war einer der 
treuesten Teilhaber dieser Revolution. Er, der die ideale Gestalt der 
Menschheit im Altertum gefunden hatte, hoffte darauf, Hellas als Muster 
der Lebenskraft in seinem Vaterland zu finden. 
Da sein alltägliches Leben von Armut bedroht war, mußte er in 
Deutschland wandern, um ihr zu entfliehen. Daher kämpfte er immer gegen 
die sogenannte Armut Deutschlands. Und er war auch ein Prophet, der in 
seiner panmythischen Weltanschauung Freiheit und Harmonie gefunden 
hatte. In dieser kleinen Abhandlung habe ich das Wesen Hölderlins als 
Dichter im Zusammenhang seines Werkes mit seinem täglichen Leben 
betrachten wollen. 
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